
   

登戸小学校だより       ２月号 令 和 ６ 年 １ 月 3 1日 

千 葉 市 立 登 戸 小 学 校 

千葉市中央区登戸2-11-1 

在 籍  計  ４ １ 4名 

    

子供に真実の愛を注いでいますか？ 
校長  甲斐 安弘  

 

「梅一輪、一輪ずつの暖かさ」と古人は申しました。春はもうすぐそこまで来てい

ます。確かな足取りで近づいています。輝く春を気持ちよく迎えるために、学校で

は、発達段階に応じた学力や生活習慣が身に付き、確実な成長発展がみられている

か確認して、次年度の準備を始めています。是非、ご家庭でもこの一年間を振り返

り、まとめを行ってみてください。 

 １月 23 日、春を思わせる陽気の中、幸町第三小学校で第 58 回千葉市小学校球技大会が実施されました。

球技大会に向けて、特設球技（サッカー、バスケットボール）部活動の子供たちは、12 月から限られた時間

の中で、熱心に練習に励んできました。その練習を通して、体力・技術の向上、仲間意識の高揚が図られ、試

合ではお互いを尊重する美しい光景が見られました。この球技大会で得たチームワークや努力の大切さをこ

れからの生活に生かすとともに、ここまで支えてくれた友達、保護者、先生など、多くの人への感謝の気持ち

も忘れないようにしてほしいと思います。 

 さて、子供に関する事件が後を絶ちません。「いじめ」「虐待」など、子供が起こすこと、子供が被害に遭う

こと様々です。目の前の子供が幸せに過ごしているか、将来どのような人に育つかなど、みんなで考えなが

ら子育てを進めていかなければならない時代だと思います。子育てでは、自己肯定感・自己有用感を高める

ことが大切です。そのためには、子供に愛情いっぱいに接することです。この上もなく大切なものとして、溢

れるような愛を子供に注ぐことです。親や家族をはじめ、地域の方々・学校の教職員が子供に向けて、しっか

り真実の愛を注ぐことです。「そんなの当たり前のこと、言われなくても愛を注いでいるよ」という声が聞こ

えてきそうですが、その愛が子供の心にしっかりと届いているでしょうか。子供の将来を見据えた愛にない

っているでしょうか。愛するということは、心でしっかりとつながることです。うれしいときに共感しても

らえると心が成長します。困難なときにそっと手を差し伸べてもらえると健やかに成長します。子供は、受

け入れられていると感じとれると安心感いっぱいになります。「愛されている」と受けとめられるから頑張れ

ます。人を信じられるということを子供の頃に体得することで自己肯定感・自己有用感が高まっていきます。

自分が好きになり、自分のよさに気付き、身の回りの人のために尽くそうという気持ちになっていくのです。

このような子は、将来自分の子をもったときに、愛する子育てをするのです。子育てに後悔しないためにも、

ときどき子供への接し方を振り返ることが大切です。 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆめ･かがやき 

開校記念日（創立１５１年） 
２月８日（木）は、登戸小学校の 151歳の誕生日です。明治６年(1873年)２月８日、旧紅谷旅館（旧安藤石油）

を校舎に、「登門（とうもん）小学校」として開校しました。明治 41 年に現在の農業会館へ移転。大正 12 年９月１

日の関東大震災により校舎倒壊、翌、大正 13年４月、現在地に移転。その後、昭和 22年「千葉市立登戸小学校」

となりました。地域にも登戸小出身の先輩方がたくさんいらっしゃり、支えてくださっています。記念として、運営委員

会を中心に集会を行い、千葉市地域無形民俗文化財の登戸
の ぶ と

神楽囃子連
か ぐ ら は や し れ ん

の皆様に、お囃子・獅子舞を見せていた

だいています。登戸小学校は未来に向けて、新たな歴史を刻んでいきます。 


